


　笹平遺跡出土遺物（大型石棒・石棒石刀類・独鈷石・石冠・岩偶岩版類）
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ています。今回の調査では、石鏃などの小
こ が た

型剝
は く へ ん せ っ き

片石器類が少なく、出土地点も
表層に集中しているようでした。大型の打

だ せ い せ っ き

製石器には安山岩で作られた打製石
斧や礫器などの他に、安山岩の原

げんせき

石・石
せっかく

核・剝
はくへん

片が遺跡全体で多量に見つかっ
ています。磨製石斧については、製作途中のものも出土しています。いわゆる
石錘としては有溝石錘が10点以上とまとまって出土しています。今回の調査で、
凝
ぎょうかいしつさがん

灰質砂岩製の擦切具が出土しました。愛知県下では、豊田市馬
ま

の平
たいら

遺跡で1点
採集されており、本例が県内2例目になります。
　また、石製品には、大

おおがたせきぼう

型石棒のほか石
せきぼう

棒石
せきとう

刀類・石
せっかん

冠・岩
がんぐう

偶岩
がんばん

版類・独
ど っ こ い し

鈷石が
あり、なかでも線

せんこくれき

刻礫を含む岩偶岩版類は今回の調査で6点確認されました。奥
三河郷土館に所蔵されている2点を合わせると計8点となり、１遺跡で出土した
岩偶岩版類の数は県内最多です。

�‡�q�Š

　今回、笹平遺跡（集落）のすべてを調査したことにより、巨岩「笹平岩」を中心に、
地形に沿って展開した縄文時代の集落のあり方を解明する良好な資料を得るこ
とができました。遺跡の規模や内容から、愛知県東部山間部の縄文時代後晩期
を代表する遺跡の調査事例として、今後の分析が待たれるところです。



1/2

0 20cm(1/6)

Ba 区 弥生時代前期土器棺墓
681SZ（南より）

Bc 区縄文時代晩期 土器棺墓
943SZ（南より）

Ba 区 弥生時代前期土器棺墓
681SZ（西より）

Ba 区 681SZ 棺身使用土器

← Ba 区 681SZ
棺身使用土器（壺）
内面

↑口縁部と胴部に打
ち欠きがあります
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0 10cm(1/2)
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1～6：岩偶岩版類（泥質凝灰岩）、
7・8：線刻礫?（7：泥質凝灰岩、8：凝灰質砂岩）

8

笹平遺跡出土石器（１）
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0 10cm(1/2)

9～16：石錘類（9～12：塩基性岩、13：凝灰岩、
14・15：緑色片岩、16：凝灰質砂岩）
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12 13
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16

笹平遺跡出土石器（２）
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炭化物付着

0 10cm(1/2)

17

18

17：磨切具（凝灰質砂岩）、18：土偶

19

0 10cm(1/2)

20

19・20：岩偶岩版類、21・22：磨切具（砂岩か）
20：笹平遺跡【奥三河郷土館所蔵】
21：豊田市馬ノ平遺跡【奥三河郷土館所蔵】、
22：静岡県浜松市天竜区佐久間遺跡【大場磐雄 1932 「新たに発見した石器時代敷石住居趾」『上代文化』10 28～41 上代文化研究会より】

21
22

笹平遺跡出土石器（３）
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後期
旧石器時代

縄　文　時　代弥生時代古墳
時代

飛鳥
時代

奈良
時代

平安時代鎌倉時代
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武
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　縄文時代は、一万年以上にもわたる長い時代です。そのため、研究者の間では
次のように六期に分けられています。

草創期（15,000年前～11,000年前頃） 早期（11,000年前～7,000年前頃）

　前期（7,000年前～5,500年前頃）  中期（5,500年前～4,500年前頃）

　後期（4,500年前～3,200年前頃）  晩期（3,200年前～2,500年前頃）


